
指標別 総合

　良さを褒めたり、良さに目を向けた肯定的な言葉かけを行ったりすることで、自己肯定
感の育成を図る。 3.5

　SWPBS（ポジティブな行動支援）の視点を学校生活や授業の中で積極的に取り入れる
ことで、自他の良さを認め、自己肯定感を高められる児童生徒の形成を図る。 3.3

地域の良さの実感と
学校での学びを社会
とつなぐ機会の充実

全学年で地域について学ぶふるさと
学習を位置付けることをめざす。

　地域の素材（施設や伝統芸能等）や人材を活用した学習を児童生徒の発達段階に応
じて取り入れ、地域のよさを実感させるとともに、学校での学びと社会生活との結びつき
についての気付きを促す。

2.9

進路や生き方、将来に
対する夢や希望について

考える機会の設定

生き方や将来の夢や希望について考え
ている児童生徒90%以上をめざす。

　高校説明会や職業講話、職場体験学習等を教育課程に位置付けることで、将来に対
する夢や希望をもたせるとともに生き方について考え、進路選択についての意欲付けを
図る。

3.0

規範意識の醸成
と凡事徹底

挨拶、返事、整理整頓ができる
児童生徒80%をめざす。

　凡事徹底の項目を「挨拶」、「返事」、「整理整頓」に絞って常時指導を行うことで、当た
り前のことを当たり前に継続して実践することの意識化を図り、規範意識の醸成を図
る。

3.1

成長の実感と学校に
対する誇りの育成

継続したり挑戦したりする経験を
通して自己の成長を実感する児童

生徒100%をめざす。

　ステージや学部の先輩の姿に憧れをもち、その姿に近づくために挑戦を継続する過程
において、教師が「見届け」と「励ましの言葉かけ」を組織的に行い、児童生徒に成長を
実感させ、継続と挑戦を促す環境の充実を図る。

2.9

 いじめ認知100%、解決に向けた
対応100%をめざす。

　毎月のいじめアンケート結果や問題行動等に関する情報共有を図るとともに教育相
談を計画的に実施し、早急にいじめ認知をする。また、いじめ不登校・校内支援委員会
で慎重かつ迅速な対応を協議し、いじめの解決を図る。

3.4

 不登校対応の組織を生かした
支援100%をめざす。

　学級担任や養護教諭、特別支援教育Coを中心に校内教育支援委員会の開催、外部
専門家であるSC、SSW等の支援を含めた組織の強化を行い、不登校児童生徒や保護
者への支援や相談体制の充実を図る。

3.1

リフレッシュデーの
100%実施をめざす。

　毎週水曜日をリフレッシュデーと位置付けるとともに、業務内容の精選と適切な分担を
図り、時間外勤務時間の削減に努める。 3.1

｢働き甲斐｣や｢ウェルビーイング
(幸せ感)｣を感じる職員80％を目指す。

  学校行事等の精選等を図り、教師と児童生徒が触れ合える時間を確保し、職員が「働
き甲斐」や「ウェルビーイング」を感じられる働き方改革に努める。 2.9

確かな学力の向上
単元テスト80%以上、諸テストに

おいて全国平均、県平均以上をめざす。

　①めあてとまとめの整合性、②指導内容の精選、③実態の把握、④発問の精選を図
るとともに、基礎・基本の徹底、読解力の視点を意識した授業実践を通して、学力向上
を図る

3.5

読書環境の充実と
読書の推進

発達の段階に応じた読書冊数を達成
する児童生徒80%以上をめざす。

　新刊図書の紹介やファミリー読書週間の設定による読書に親しむ環境づくりを行うとと
もに、児童生徒が学年に応じた本の選択ができるような指導を行い、読書活動を推進を
図る。

2.5

家庭学習の充実 宿題の提出率90%以上をめざす。
　発達の段階に応じて、課題の内容や量を調節したり、家庭学習の質を高める事例を
紹介したりし、家庭学習への関心を高め充実を図る。 3.0

体力の向上
柔軟性と持久力向上のための運動の

実施率80%以上をめざす。
　柔軟性と持久力の課題に対応した運動を推奨することで、児童生徒の体力の向上に
努める。 3.3

生活リズムの向上
「新田学園メディア使用の約束」を守れて

いる児童生徒70%以上をめざす。

　「新田学園メディア使用の約束」を随時見直し、児童生徒に適した内容に改善するとと
もに、自己生活の振り返りや、教育相談を行うことで、児童生徒のメディアに対する意識
化を図り、生活リズムの向上を図る。

2.9

効率的な部活動の運営
週当たり2日の休養日の
100%実施をめざす。

　「新田学園部活動の基本方針」に則り、部活動休養日を完全実施することで、メリハリ
のある効果的な部活動運営に努める。 3.4

【考　察】　部活動において、週当たり２日間の休養日の実施は確実に取り組めた。
【改善案】　部活動の活動時間、終了時刻について協議し、時間外勤務時間の削減に努める。

【考　察】　小学部下学年で低評価だったたが、概ね高い評価であった。
【改善策】　「風の会」等の取組を道徳の時間や学級活動や日常生活とつなげていく。また、人権
　　　　　　集会の取組をホームページ等で紹介し、「いじめをさせない」啓発活動に協力しても
　　　　　　らう。さらに参観日等でも学級で啓発活動を行い、意識の向上に努める。

【考　察】　保護者への支援や相談体制の充実においてやや低い回答が見られた。
【改善案】　理由の不確定な欠席が３０日となった場合、SSWが家庭訪問（生存確認）をすると
　　　　　　いう学校方針を打ち出し、関係機関の活用を進める。関わる人を必然的に増やし、
　　　　　　児童生徒のサポートにつなげていく。

【考　察】　児童生徒と触れ合う時間が十分に確保できていると感じる教師は、小中ともに約7
　　　　　　割弱であり、約3割の教職員に時間的・精神的な余裕の不足が見られる。
【改善策】　現在、校時程や会議の精選等を工夫し時間的なゆとりが持てるように努めてきて
　　　　　　いる。今後はさらに、業務内容について、スリム化を図っていく。

　　キャリア教育を学校教育の基盤に位置付け、「夢や希望」「継続と挑戦」「学力・体力の向上」を取組の柱として、学校の教育目標「夢や希望をもち、心豊かにともに伸びゆく新田の子どもの育成」に迫
る。小学部と中学部の総力を傾注して、地域に根ざした小中一貫校を創造する。

【考　察】　校内研究を中心として、タブレットの活用、「ＩCＴ教育の推進」「ひなたの学びの実践」
　　　　　　等、授業改善を図りながら学力向上に努めた。また単元テスト等の後に必ずやり直し
　　　　　　をさせて、見届けることで学力向上につながった。
【改善策】　全国学テ・県学テ対策として、過去の問題に早めに取り組ませ、問題の傾向をつか
　　　　　　ませる。また、多くの情報を整理・分析する力を身に着けさせる。

【考　察】　読書の時間の設定により、読書に親しむ児童生徒は多い。しかし、教科指導での図書
　　　　　　室利用が非常に少ないこと等、中学部職員の働きかけが弱い。
　　　　　　給食時の放送で作品募集で入賞した児童の紹介を行い、読書への意欲付けを行った。
　　　　　　また、ベストリーダーの取組により意欲的に読書に親しむ児童生徒も増加している。
【改善策】　図書室利用に関し、図書支援員に依頼し、教科や単元によっては積極的に活用する。
　　　　　　読書支援員や図書委員会を中心として掲示物を充実させ、図書室の環境整備を図る。

【考　察】　全体的に宿題の提出率は高いが、個人差が見られる。
　　　　　　家庭学習の質を高める事例を紹介することはなかなかできていない
【改善策】　宿題提出の声掛けを適宜行い、提出するまで見届けを行うようにしていく。
　　　　　　家庭学習の事例紹介について、部で協議して事例紹介の手立てを講じていく。

【考　察】　体育の教科指導を通して課題の克服に向けた取組を十分行い、体力テストの結果
　　　　　　からも柔軟性と持久力の向上が見られた。
【改善策】　次年度の体力テストの結果を受け、本校児童生徒の落ち込みの見られる項目を
　　　　　　洗い出し、体力面の全体的な向上を目指していく。

【考　察】　「健康振り返りカード」等を通じて、養護教諭が児童生徒への個別指導を行った。
　　　　　　「メディア使用の約束」において、児童生徒と保護者の意識の差が大きい。
【改善案】　外部講師を招いての啓発にも取り組んだが、今後も継続して働きかけていく。
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○　「ひなたの学び」等の多くの教育実践より、学力向上につながっている。
○　学力の向上は、先生方の授業改善と見届けの努力の成果だと思う。
○　アンケート結果からも先生たちが現場で目標達成へ向けて努力している。
○　参観授業からも工夫して授業しており、学力向上へ向け努力されている。
○　学力は他の学校に比べ、よいと思う。
◎　熱心に指導してする先生方により、新田の子どもたちはのびのびと成長している。
◎　子どもも教師も「学校が楽しい」と思えるのが一番。そのための取組がいろいろ
　となされている。
●　本を読む子と全く読まない子の二極化が進むことが心配。
●　運動能力が低下している気がする。地域内には毎日親が送迎する家庭もある。
●　メディアの使用時間の長さが気になる。
●　家庭学習の保護者と児童生徒の意識の違いがなくなるとよい。
●　読書や家庭学習の習慣、メディアの使用について、保護者の評価が低い。
　読書や家庭学習の重要性を働きかけたいと思う。
●　読書量調査について、冊数という「量」の評価ではなく、「質」の評価、その子なり
　に１冊を読み切った達成感を重視する方向へシフトはできないか。
●　バレー部は、自主練で遅くまで練習し、土・日も活動している。普通に部活動したい
　生徒・保護者にはかなりの負担になると思う、全員強制とかになっていないのか。
●　メディア使用の約束について、保護者と子どもの意識にかなりの差がある。
◇　オーディオブック（聴く読書）も読書体験として認め、多様な学びとできないか。

【考　察】　児童生徒の約8～9割が「自分のよさがわかる」と回答しており、全体的に高い水準
　　　　　　である。一方で、目標の１００％達成のためには、自己肯定感の低い層への個別支援
　　　　　　が課題である。
【改善策】　SWPBSに基づき、教師が日頃の小さな成功を具体的に価値づけし、本人に「自分
　　　　　　のよさ」を自覚させるためのフィードバックを強化したい。

【考　察】　児童生徒の「地域のよさ」に関する理解度は、９０％以上と極めて高いが、保護者が
　　　　　　家庭で地域の話を普及させている割合との間に乖離がある。
【改善策】　学校での地域学習の成果を家庭に持ち帰る「アウトプット型」の宿題を設定し、家庭
　　　　　　での会話を創出できるようにする。

【考　察】　８割程度は「挨拶ができている」と回答しているが、保護者や中学部生徒、小学部教師
　　　　　の評価が低い。
【改善案】　全校集会や朝の会等で生徒会役員や学級の委員会、係活動の担当が中心となり、
　　　　　「挨拶」の練習や挨拶・無言移動のよい学級を放送で発表し、意識の高揚に努める。

【考　察】　「挑戦しようとした」児童生徒は8～9割と意欲的だが、保護者の最高評価は中学部
　　　　　　で約３割に留まり、家庭への挑戦のプロセスが伝わっていない。
【改善策】　三者面談、学級懇談等で、挑戦の過程を保護者に伝える発信を強化していく。
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3.1

○「挨拶」「返事」「整理整頓」を継続して見守っていただいている。
○　先生方の努力で各項目において目標数値を達成できている。
○　登校時の様子から子どもたち同士が仲良くできている。いじめ等はみられない。
○　いじめ防止に職員一丸となって取り組んでいることや先生方一人一人が子ども
　たちの声をしっかり聴こうと努力している。
○　中学部の生徒が先生への悩み相談を高く評価し、信頼感が伺える。
○　我が家の近くで小中学生にとても大きな声で挨拶してくれる。
○　いじめ防止の様々な活動や指導のおかげで児童・生徒、保護者の意識が高い。
○　中学部のいじめへの思いが新田の子どもたちの本来の姿になっている。（高評価）
●　日常生活での子ども同士の心無い発言を聞くことがあり、継続した指導が必要。
●　挨拶・整理整頓は家庭の協力が必要。学校から保護者への発信の強化が必要。
●　基本的生活習慣の保護者の評価が低い。家庭との連携がもう少し。
●　挨拶はできる子は多いが、整理整頓が苦手な子が多い印象がある。
●　人が嫌がることはしないという教育をしっかり実施してほしい。
●　働き方改革の面で、家庭・地域で行うべきことを学校が担っている所がある。
●　「全員同じことをする」のが『凡事徹底』ではなく、「その子にとっての最善を継続
　して行う」ことを『凡事徹底』と定義し直す。
◇　日常生活の基本である挨拶・整頓は皆ができるようになるとよい。
◇　いじめ・不登校について、外部の力を借りる等、負担を減らし様々な角度から支援
　や相談体制をつくることが大切。
◇　先生方もしっかりリフレッシュできる時間の確保が必要。
　リフレッシュデーはしっかり確実に実行することが大切。

いじめ防止と不登校
への組織的対応

時間管理と健康管理が
できる職員の育成
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自己理解
他者理解

の機会の推進

自分の良さや友達の良さが言える
児童生徒100%をめざす。

3.2

○　自己肯定感を高めることはとても重要。
○　日々の先生方の意識と取組で高い数値が出ている。
○　地域のどもたちはよく挨拶してくれている。（特に登校時）
○　新田神楽に参加している生徒がいる。
○　「自分のよさ」の認知度が高い。
○　職業体験等により早い時期から自分の将来について考える子が増えた。
○　「自分のよさがわかる」児童生徒が8～９割というのは素晴らしい。
●　地域探求学習の発表の機会に保護者の参加を増やしてほしい。
●　「自分のよさ」にもっと気づいてほしい。
●　神楽などの伝統芸能を体験する機会を増やしてほしい。
●　「何ができるからよい」という条件付きの肯定ではなく
　　「そのままのあなたでいい」という存在そのものへの肯定が必要。
◇　地域のよさを学び、地元で活躍できる人材が育って欲しい。
◇　目標設定の高さ、児童生徒が自分のことを深く顧みていない故に自己評価も低い。

令和7年度　田園の里　新田学園　自己評価書

評価項目 評価指標 具体的数値目標 方策・手立て
評　　定

【4段階評価】　4：期待以上　　3：ほぼ期待どおり　　2：やや期待を下回る　　1：改善を要する

◎ 本年度の重点目標

評価項目 評価指標 具体的数値目標 方策・手立て 学校運営協議委員からの意見
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結果の考察・分析及び改善策


